
行 事 報 告 書（2021．10 月例会） 

                                                         

 行 事 名 「奈良公園の散策」 

実施日時 2021 年 １０月 ２1 日（木曜日） １０ 時～ １５ 時  天候：快晴 

行先・場所 奈良公園 

主旨・行程 

 

 

奈良公園をﾎﾞﾗﾝﾃｲｱｶﾞｲﾄﾞ「なららぎ」の皆さんのご案内による散策。 

（主要な行程） 

興福寺北円堂～猿沢の池～南円堂、五重塔～菩提院大御堂～一の鳥居～浅茅が原～荒池（昼食） 

～飛火野～春日大社参道～国立博物館前（解散）        

参加人員 ＭＮＣ 28 名   例会担当： 詠田 永野 小山 山本、澤井  ならなぎﾎﾞﾗﾝﾃｲｱｶﾞｲﾄﾞ（8 名） 

経過・状況 「奈良公園散策」の行事は昨年度１０月に企画したが雨の為中止になったので本年度再度企画 

又新型コロナによる緊急事態宣言が９月３０日で解除になったので例会が開催できた。 

（１）集合場所 近鉄奈良駅 地上行基像前広場 10:30 

出席確認や体温、マスク着用の確認をし、班分けの為番号カードを手渡す。 

 随時興福寺北円堂前に移動し班分けを行う（５班）     

（２）開会挨拶他 

  例会幹事の挨拶及び紹介により、ならなぎ義田代表のご挨拶及び本日のスケジュールと 

ガイドのメンバーのご紹介。密にならないように気を付けて散策開始。  

（３）散策概要（10：50～15；00） 秋晴れの下、奈良公園内を奈良なぎﾒﾝﾊﾞｰのｶﾞｲﾄﾞで散策。 

  １．北円堂：藤原不比等の 1 周忌を祈念して、娘である元明・元正天皇が 721 創建（国宝） 

  ２．三重塔：崇徳天皇中宮が 1143 年創建。北円堂と共に興福寺最古の建物（国宝） 

  ３．猿沢の池:周長 360m、柳と五重塔が映る景色は絶景。水質が一定で猿沢の池七不思議由。 

  ４．采女神社：猿沢の池に伝わる采女の悲恋伝説。柳に衣を掛けて入水した采女の鎮霊創建。 

  ５．奈良公園 3 大ﾔﾄﾞﾘｷﾞ：ﾏﾂｸﾞﾐ（松の木）・ﾋﾉｷﾔﾄﾞﾘｷﾞ（ﾋﾉｷ）、大葉ﾔﾄﾞﾘｷﾞ（秋ﾆﾚ） 

  6．菩提院大御堂（玄昉創建伝）、春日神社の鹿を誤って殺した三作少年を石子詰刑にした伝承。 

  ７．南円堂：藤原冬嗣が父の冥福を願って 813 年創建。北円堂と同じく八角形、神仏習合しめ縄。 

  ８．南大門・中金堂：興福寺は飛鳥寺と同じ三金堂形式。興福寺南大門跡の礎石のみ。 

  ９．五重塔：730 年光明皇后創建。高さ 50.1m 慶応 4 廃仏毀釈で売却され解体寸前で免れ現存。 

 １０．昼食：荒池付近広場で昼食、その後、隣地の鷺池浮御堂を渡り飛火野に向かう。 

 １１．飛火野：奈良公園最大の芝生広場で鹿の食葉楽園。御蓋山が一望、7 回落雷被木の大楠。 

 １２．３大巨樹： 

・ﾑｸﾛｼﾞ：ﾑｸﾛｼﾞの木の内部空洞を貫通して立上る竹が奇妙な風景。 

・ｻｲｶﾁ：トゲトゲの巨樹は奈良公園では一風変わった光景である。 

・アキﾆﾚ：巨大な秋ﾆﾚの翼が有る果実は風媒花。この木に葉の大きなオオバﾔﾄﾞﾘｷﾞが 

まとめ 

感 想 

ならなぎの皆さんのガイドにより、通常のガイドブックにはない伝説他色々の話をユーモアを交えて 

解説をして頂きました。また植物観察に関してもシニア自然大學卒業生にふさわしい内容でした。 

天候も良く、コロナの為海外の観光客がいないので込み合う所はなく、密になる事もなくじっくりと散策

が出来ました。五重の塔は１２０年ぶりの大規模修理が始まる前の一般公開が行われており、修理期

間は約１０年かかるとの事です。 

 



 



 



R3.10.22

◇MNC定例「奈良公園散策」写真 永野

行基像前（近鉄奈良駅） 北円堂（集合場所）

ﾋﾉｷﾊﾞﾔﾄﾞﾘｷﾞ

飛火野 落雷被木（楠）

ﾑｸﾛｼﾞ（上部竹貫通）

ｻｲｶﾁのﾄｹﾞ 五重塔（猿沢池ﾋﾞｭ-ﾎﾟｲﾝﾄ）

南円堂 中金堂 奈良公園の鹿

 ﾙﾘｾﾝﾁｺｶﾞﾈ（めったに見られない）       ｲﾗｸｻ（鹿の食べない）

ｱｷﾆﾚ（ｵｵﾊﾞﾔﾄﾞﾘｷﾞ）


